
「大阪コロナ重症センター」の運営について①
◆ １１月３０日に施設完成後、患者の受入準備を行い、１２月中下旬から運用を開始。
◆ 当初は、緊急事態宣言が発出された後に臨時医療施設として運営することを想定。
府内の重症病床がひっ迫すると予想される場合に、宣言の有無を問わず運営できるよう、
府立病院機構 大阪急性期・総合医療センターの一部として運営。

施設概要（１期整備分）

【設置場所】大阪急性期・総合医療センターの敷地内 約１,５１１㎡（大阪市住吉区）

【病 床 数】重症病床３０床 （すべての病床に人工呼吸器を配備。体外式膜型人工肺（ＥＣＭＯ）は配備しない）

【 構 造 】プレハブ平屋建て（約４５ｍ×約１８ｍ） ※ＣＴ棟、スタッフ棟等も併設

【設置期間】２年間（２０２０年１１月３０日～２０２２年１１月２９日）

運営方法
【運営手法】府が整備した施設を府立病院機構に転貸し、大阪急性期・総合医療センターの一部として運営

（医療法施行規則第10条但書きの規定を活用）

【運営体制】府内医療機関、関係機関等からの人員の派遣により、運営体制を構築

スケジュール
11月３０日 竣工・引渡し
１２月上中旬 患者の受入準備（医療機器の調整、医療資材の整備及びスタッフの研修等）
１２月中下旬 運用開始

【整備手法】リース契約により整備 （整備費用：約２３．５億円（建物：１２．９億円、医療機器：１０．６億円））

資料２
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「大阪コロナ重症センター」の運営について②
◆ 大阪府病床確保計画において定める重症病床の確保数に加え、「大阪コロナ重症センター」を
感染拡大状況に応じ運用。

大阪府病床確保計画（７月１０日策定、10月14日見直し）

感染拡大状況に応じた確保すべき病床数とフェーズ移行の判断基準（重症病床）

27 人,21日目
36 人,43日目

104 人,82日目

201 人,110日目
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フェーズ４︓215床

フェーズ３︓150床

フェーズ２︓80床

フェーズ１︓60床
段階的に病床確保

段階的に病床確保

【凡例】
フェーズ移⾏の判断⽇

段階的に病床確保

人・病床

day

別途、大阪コロナ重症センターを
感染拡大状況に応じ運用

2



「大阪コロナ重症センター」の運営について③
◆ 府内医療機関等との連携により、医療従事者を派遣いただく仕組みを構築し、運営体制を確保。

大阪急性期・総合医療センター
（派遣先）

大阪コロナ重症センター

府内医療機関等
（派遣元）

大阪府看護協会等

大阪府

【医療従事者の派遣フロー】

医療従事者

派遣元

事前調整

派遣協定締結

派遣依頼

職員派遣

医療従事者への支援

派遣に伴う支援（補助）

派遣調整



2020年11月10日
健康医療部

「大阪コロナ重症センター」の運営について④
◆ 医師及び看護師等の派遣により運営体制を確保し、重症患者への治療・看護等を行う。
◆ 派遣協力に伴い、派遣元医療機関等及び派遣者への支援を行う。

【運営体制】 主な医療従事者

職種
配置数（３０床運用時）

配置方法
日勤 夜勤

医師 ４人
（土日２人）

３人
（土日２人）

府内三次救急医療機関等（大阪急性期・総合医療センターを含む）
による派遣

看護師 46人程度 22人程度 府内医療機関等（大阪府看護協会、大阪急性期・総合医療センター
を含む）による派遣

診療放射線技師 ２人 ２人

府内医療機関等（大阪急性期・総合医療センターを含む）
による派遣

臨床工学技士 ２人 ２人

薬剤師 1～２人 －

理学療法士 1～２人 －

臨床検査技師 1～２人 －
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